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論文の内容の要旨
　代数体と有限体上の一変数代数関数体に対して，類数と呼ばれる重要な量が定義される。特に代数体について
は，1950年代に岩澤によって創始されたZ。一拡大の理論により，類数の挙動が岩澤λ。不変量と岩澤μ。不変量とに
よって精密に記述されることが知られている。しかしこれらの量は，一般には計算することが困難である。
　197ユ年に，DavenportとHei1br㎝nは，2元3次形式の理論と類体論とを組み合わせることによって，2次体の類
数の3一部分の平均値を求めることが出来ることを示した。中川と堀江は，1988年に，この仕事の精密化が岩澤理
論への応用をもつことを示した。具体的には，実あるいは虚の2次体で，そのbasic　Z3．拡大と呼ばれる基本的な
Z3一拡大のλ3，μ3不変量がどちらもOになるものの全体が，どの程度の割合で存在するかを評価した。この評価
から，そのような2次体が無限個存在することがわかる。2元3次形式の空間を既均質ベクトル空聞として扱う新
谷の議論をアデール化することによって，80年代の後半にDatskovskyとWrightは，DavenportとHei1bro㎜の
結果を任意の大域体上に拡張した。
　本論文では，DatskovskyとWrightの結果を精密化し，代数体の場合にZ3．拡大の岩澤理論への応用を導いた。
これは堀江邦明氏との共同研究である。あらかじめ固定しておいた有限次総実代数体后の上の2次拡大体で，類
数が3で割り切れず，后の素点が指定したとおりに分岐しているものの全体の密度の下限を評価した。応用として，
后の上のCM一体で，岩澤λ；μ…不変量がOになるものの全体，あるいは后上の総実な2次拡大体で，岩澤λ3，μ3不
変量がOになるものの全体の密度の下限を評価した。これらの結果から，そのようなCM1一体，あるいは総実な2
次拡大体が無限個であることが従う。また，有隈体上の一変数代数関数体の場合にも，類数が3で割り切れず，
あらかじめ指定された分岐の条件を満たす2次拡大体が無限個あることを示した。
審査の結果の要旨
　代数体の場合，岩澤不変量の値を決めることが出来るのは限られた場合である。本論文では，中川・堀江の手
法と，Datskovsky－Wrightの結果に基づき，basic　Z3一拡大の場合に，岩澤不変量がOとなる2次拡大体が無限個あ
ることを示した。また有限体上の一変数代数関数体の場合には，類数が3で割れない2次拡大体が無限個あること
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を示した。普通，類数がある数で割り切れないものの存在を示すのは，割り切れるものの存在を示すよりも困難
である。2元3次形式のなす概均質ベクトル空問のゼータ関数の理論に基づき，類体論，岩澤理論の諸結果を用い
て，これらの目的を達成したことは評価に値する。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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